注　意
あくまで以下の協定書は作成例であり、内容については、実情にあわせて十分検討のうえで作成してください。

	協　定　書（例）

建築敷地の利用を目的とする私道（以下「協定通路」という。）の位置及び維持管理について、これを利用する者及び土地について権利を有する者（以下「関係権利者」という。）全員の合意により、以下のとおり協定を締結する。

１．所在地　　茅ヶ崎市○○○町○丁目○○―○番
２．地　目　　公衆用道路

３．区　域　　協定通路の区域は別図（空地等の現況図）に示す赤色の部分とする。将来建築行為等が発生した場合は、協定通路中心から２ｍ後退した位置を新たな協定通路境界線とし、現在突出している工作物及び門・塀は撤去する。

また、境界には縁石・境界石等を設置し区域を明確にする。

４．目　的　　協定通路は、道路以外の目的に使用しない。

５．維持管理　協定通路内には、建築物、工作物及び塀等を建築又は築造しない。関係権利者の共同の負担により維持管理を行う。但し、関係権利者個人の原因により道路の修復等を要する場合はこの限りではない。

６．承　継　　関係権利者は、この協定に関する土地、建物の所有権を他へ移譲する場合には、この協定を承継させなければならない。

７．協　力　　将来において建築基準法上の道路が築造可能となったときは、これに従い協力する。

８．例　外　　この協定に定めのない事態が発生した場合は、関係権利者協議のうえで解決

する。

※添付図書　　公図の写し、空地等の現況図

この協定の締結を証するため、本書○部を作成し、関係権利者全員が署名捺印し、各自その１通を所持する。　or　本書１部を作成し、関係権利者全員が署名捺印し、各自その写しを所持する。

年　　月　　日


関係権利者　住所

　　　　　　氏名　　　　　　　　　　印

　　　　　　住所

　　　　　　氏名　　　　　　　　　　印


いない場合は、消してください。





３．区域の内容は、実態に合わせて、その都度変更してください。





いずれかを選ぶ





関係権利者全員の


署名捺印が必要








